
 

           

            

    

  

「

旗

開

き

」

は

大

﨑

勝

弘

副

議

長

の

開

会

に

続

き

、

主

催

者

を

代

表

し

て

釜

石

・

遠

野

地

協

の

小

島

議

長

が

あ

い

さ

つ

、

昨

年

九

月

の

県

知

事

選
・
県

議

選
・
釜

石

市

議

選

、 

              

鈴

木

事

務

局

長

の

挨

拶 

 
 

                 

十

一

月

の

市

長

選

と

続

い

た

選

挙

闘

争

を

振

り

返

り

な

が

ら

、

あ

ら

ゆ

る

闘

い

へ

の

結

集

を

訴

え

ま

し

た

。

引

き

続

き

、

多

数

ご

出

席

い

た

だ

い

た

来

賓

を

代

表

し

て

連

合

岩 

              

小

島

議

長

の

挨

拶 

           

手

鈴

木

圭

事

務

局

長

会

か

ら

ご

あ

い

さ

つ

、

大

久

保

隆

規

県

会

議

員

の

秘

書―

和

賀

智

之

様

が

代

理

で

メ

ッ

セ

ー

ジ

を

読

み

上

げ

、

推

薦

議

員

の

三

浦

一

泰

市

議

会

議

員

の

ご

発

声

で

乾

杯

を

行

い

ま

し

た

。 

そ

の

後

、
「

構

成

組

織

紹

介

」 

や

女

性

青

年

委

員

会

有

志

の

進

行

に

よ

る

「

お

楽

し

み

抽

選

会

」

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

「

抽

選

会

」
に

は

、
地

域

振

興

を

兼

ね

た

、

地

元

の

商

品(

海

宝

漬

等

)

や

食

事

券

(

牛

牛)
(

そ

ば

処

川

喜)

、

イ

オ

ン

の

一

万

円

商

品

券

等

、

例

年

よ

り

当

選

の

確

率

が

ア

ッ

プ

す

る

中

で

大

い

に

盛

り

上

が

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。 

最

後

に

、

千

田

和

幸

議

長

代

行

の

閉

会

の

言

葉

、

小

島

議

長

に

よ

る

「

団

結

が

ん

ば

ろ

」

の

掛

け

声

で

、

二

〇

二

四

年

の

運

動

の

発

展

に

関

わ

る

意

思

統

一

を

し

ま

し

た

。 

 

い

よ

い

よ

、

多

面

に

渡

る

決

戦

の

年

の

始

ま

り

で

す

。 

 

                                  

で 

   

                                      

 

連 合 岩 手 釜 石 ・ 遠 野 地 域 協 議 会  

Ｎ Ｅ Ｗ Ｓ  Ｌ Ｅ Ｔ Ｔ Ｅ  

20 2 4 . 2 . 19   第 41 号  

発 行 人 小 島 安 友  

編 集 人 菊 池 利 行  

20 1９ 年 １ 月  

Ｎ Ｌ  

釜

石
・
遠

野

地

協
は

一

月
二

十

日
（

金
）
イ

オ
ン

釜

石

イ

オ
ン

ホ

ー

ル

で
「

二

〇

二

三

新

春

旗
開

き
」
を

開

催
し

ま

し
た

。「

旗

開

き
」
に

は

来

賓

の

皆

様
や

組

合
員

約

五

十

名

が
参

加

、
二

〇

二

三

年

の

釜

石
・
遠

野

地

協
の

運

動

を

ス

タ
ー

ト

さ

せ

る
と

と

も
に

、

交

流

を
深

め

ま
し

た

。 

釜
石
・
遠
野
地
協

新
春
旗
開
き
で
意
思
統
一 

 

 

 

 遠
野
地
区
で
も 

 

四
年
ぶ
り
の
開
催 

 

一

月

三

十

一

日(

水)

に

あ

え

り

あ

遠

野

交

流

ホ

ー

ル

に

て

、

遠

野

地

区

合

同

新

春

旗

開

き

が

約

五

十

人

の

組

合

員

の

参

加

で

開

催

さ

れ

ま

し

た

。 

 

四

年

ぶ

り

の

新

春

旗

開

き

で

は

、

例

年

行

わ

れ

て

い

る

利

き

酒

大

会

や

出

し

物

披

露

の

コ

ー

ナ

ー

は

割

愛

に

な

り

ま

し

た

が

、

景

品

満

載

の

お

楽

し

み

抽

選

会

で

、

大

い

に

盛

り

上

が

り

ま

し

た

。 

 

遠

野

地

区

の

労

働

者

の

団

結

と

労

働

環

境

の

改

善

、

賃

金

ア

ッ

プ

の

運

動

を

継

続

す

る

こ

と

が

確

認

さ

れ

ま

し

た

。 

 

 

 

 

女 性 青 年 委 員 に よ る 抽 選 会  

 

多 く の 景 品 が 当 選 し た 保 育 労 の 皆 さ ん  

団結ガンバロウ ! ! ! !  



 

                                       
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

                                       

                                     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

    

年

末

に

釜

石

・

遠

野

地

域

協

議

会

で

は

、
「

歳

末

助

け

合

い

募

金

」
、
「

フ

ー

ド

支

援

」
、

「

緊

急

連

合
・
愛

の

カ

ン

パ

」

の

取

組

を

行

い

ま

し

た

。 

 

「

歳

末

助

け

合

い

募

金

」
は

、 

釜

石

地

区(

日

鉄

釜

石

労

組

、

全

自

交

釜

石

支

部

、

日

鉄

テ

ッ

ク

ス

エ

ン

ジ

釜

石

労

組

、

県

交

通

労

組

釜

石

支

部

、

地

協

事

務

所

他―

三

万

六

千

四

百

十

一

円)
(

遠

野

地

区(

岩

教

組

花

北

遠

野

支

部

遠

野

支

会

、

保

育

労

、
東

北

労

金

労

他-

一

万

九

千

五

百

円)

で

し

た

。 

フ

ー

ド

支

援

は

、(

岩

教

組

花

北

遠

野

支

部

遠

野

支

会

、

J
P

労

組

岩

手

南

リ

ア

ス

支

部

、

保

育

労

、
日

鉄

釜

石

労

組

、
東

北

労

金

労

組

、

遠

野

教

育

児

童

会

館

、

日

鉄

テ

ッ

ク

ス

エ 

ン

ジ

釜

石

労

組

、

日

鉄

釜

石 

             

    

労

組

、
県

交

通

労

釜

石

支

部

、

保

育

労

、
釜

石
・
遠

野

地

協

事

務

所

他)

で

し

た

。 

 

「

緊

急

連

合
・
愛

の

カ

ン

パ

(

能

登

半

島

地

震

支

援)

」

は

、

(

日

鉄

釜

石

労

組

、

日

鉄

テ

ッ

ク

ス

エ

ン

ジ

釜

石

労

組

、

岩

教

組

花

北

遠

野

支

部

遠

野

支

会

、
東

北

電

労

釜

石

支

部

、
保

育

労

、J
R

東

労

組

、
東

北

労

金

労

、
県

交

通

労

釜

石

支

部

、

新

春

旗

開

の

有

志

他―

二

十

三

万

一

千

五

百

九

円)

で

し

た

。 

 

多

く

の

皆

様

の

支

援

に

感

謝

い

た

し

ま

す

。

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。 

                  

       

女性青年委員会主催行事  

金融に 関 す る学習会 11 月 1 0 日  

 

 

 

 

 

支
え
合
い
の
心 

歳
末
募
金
・
フ
ー
ド
支
援

! 

 

 

 

 

2 0 2 3 年旗開き地協 のスタ ートで す ! ! ! ! !  

 

 

 

✿ 遠 野 市 社 会 福 祉 協 議 会 へ 手 交  ✿ 釜 石 市 社 会 福 祉 協 議 会 へ 手 交  

 (菊 池 文 正 常 務 理 事 ) (菊 池 事 務 局 長 ) (八 幡 亘 地 域 福 祉 係 長 )   

 

 

釜 石 地 区 と 遠 野 地 区 を そ れ ぞ れ の 社 会 福

祉 協 議 会 へ 運 搬 し ま し た 。  

緊急愛のカンパは、  ２ ３ １ ， ５ ０ ９ 円 (旗開きを含む )でした。  

 (能登半島地震緊急支援 )  ありがとうございました。   

 
 

 

女

性

青

年

委

員

会

が

主

催

し

た
「

金

融

に

関

す

る

学

習

会

」
が

釜

石

゜

情

報

セ

ン

タ

ー

の

会

議

室

行

わ

れ

ま

し

た

。
約

二

十

人

の

参

加

が

あ

り

、

金

融

商

品

の

紹

介

、

新

N
I
S

A

に

関

す

る

説

明

、

金

利

や

手

数

料

、
定

期

預

金

の

話

等

、
こ

れ

か

ら

の

生

活

で

欠

か

せ

な

い

話

題

で

い

っ

ぱ

い

で

し

た

。 

 

 

二

月

三

日(

土)

に

「

み

ん

な

で

い

ち

ご

狩

り

」

が

陸

前

高

田

市

矢

作

の

い

ち

ご

パ

ー

ク

で

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

子

ど

も

を

含

め

て

、

三

十

一

人

の

参

加

が

あ

り

、

三

十

分

間

食

べ

放

題

を

経

験

し

ま

し

た

。

約 

 

東北労 働金 庫  釜 石支店 の鈴

木真奈 美さ ん、 中 野健太 郎さ

んから 金融に 関す る 説明  

ソニー 生命 の太 田 亮さん から

信託投 資の説 明  

 

 

い
ち
ご
狩

り 

 

２
月

３
日 

―

陸

前

高

田

市

い

ち

ご

パ

ー
ク
に
て
ー 

た

。
約

十

一

種

類

の

い

ち

ご

を

食

べ

比

べ

な

が

ら

、

甘

い

時

間

を

過

ご

す

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。 

 

そ

の

後

、
場

所

を

移

動

し

、
食

彩

工

房

処
「

海

浜

館

」
に

て

、
海

鮮

丼

セ

ッ

ト

の

昼

食

に

な

り

ま

し

た

。
食

事

を

し

な

が

ら

自

己

紹

介

を

含

む

参

加

者

の

交

流

が

行

わ

れ

、
女

性

青

年

委

員

会

の

よ

い

企

画

と

し

て

好

評

で

し

た

。 

とにかく         で満腹、満腹 !  

海 鮮 丼 を 食 べ な が ら の 交 流 会  


